
   

   

 

 

 

 

 

学園祭が終わりました 

 １１月４日(土)と５日(日)に第１回ゆうべつ学園「学園祭」が行われました。しかしながら、前期課程でインフルエンザが流行

し、直前になって前期課程のみを延期することになってしまいました。「開会式」と

「全校合唱」は後期課程で実施となりました。なお、前期課程の演目は１５日

(水)、１６日(木)に予定されていた参観日に行いました。 

＜開会式＞ 

 生徒会が中心となって企画された開会式。取組や練習風景の様子が動画で紹

介され、ダンスや吹奏楽部の演奏で盛り上がりました。また、全校児童生徒で作

成した「全校作品」も披露され、大きな拍手に包まれました。 

＜７年生＞ 

 観客参加型、舞台発表と映像のコラボレーションという新たな形の発表でした。他学年に比

べて人数が少ないですが、みんなでカバーし合って創りあげた様子がよくわかりました。謎

解き(クイズ)も好評でした。「バカっこいい動画」はきっと成功まで何度もチャレンジしたので

しょう。NG集も含めて楽しめる内容でした。 

＜８年生＞ 

 ほとんど自分たちで作った台本に挑戦したと聞き、驚きました。当日は発熱等で参加で

きないキャストがいた中で、代役を立てながらも通し切った８年生の底力に拍手を送りま

す。ユーモアに富んだ内容で、人間と動物の共存についても考えるきっかけとなりまし

た。来年の発表がますます楽しみです。 

＜９年生＞ 

 バック絵の完成度の高さ、音響、照明のタイミング等、キャスト以外の裏方を務めあげ

た皆さんに拍手です。そしてキャストの皆さんも絶妙な１０人での掛け合いは観る者を

魅了する経験値と表現力で、まさに熱演。舞台発表はそれぞれの役割が一つになって

初めて観客に感動が伝わるものです。さすが最高学年！感動しました。 

 

＜合唱発表会＞ 

 舞台をさざ波ホールに移動しての合唱発表会。７年生は「行き先」、８年生は

「時の旅人」、９年生は「あなたへ」に挑戦し、練習の成果を披露しました。学年

が上がるにつれて曲の細かな部分まで表現できるようになり、ホールに美しい

ハーモニーが響き渡りました。後期課程全員による「未来へ」は、迫力ある声量

とすばらしいハーモニーとなって、きっと観覧された保護者の皆様にも感動が

届いたのではないでしょうか？ 

ゆうべつ学園教育目標 

① 自ら学び考え、進んで伝え合うこども 

② 心豊かで思いやりのあるこども 

③ 積極的に行動し、粘り強くやりぬくこども 

④ 生命を大切にし、健康でたくましいこども 

ゆうべつ学園 学校だより 

ハマナシ 



＜４年生＞ 

 ゆうべつ学で学んだ、「湧別川」について、私たちがほとんど知らなかった情報をワ

イドショー形式にまとめた演劇はユーモアもあり、たいへん勉強になりました。五鹿山

にある水源、開盛にある頭首工、そして湧別川沿いにある伏流水の存在、地元で育つ

野草や花、湧別川を遡上する鮭の生体は、私はもちろん、湧別に長く住んでいる人で

も知ることのなかった情報だと思います。 

＜５年生＞ 

 自分たちで知恵を出し合って作った台本を、見事に演じました。都会に比べたら湧別は不

便なこともあるかもしれませんが、それでもふるさとの良いところ、誇ることのできることを

前面に出した力強いメッセージは心に深く響きました。何より、最初バラバラに聴こえた器

楽合奏は日に日に上達を見せ、本番では完成度の高い作品になったと思います。この曲を

作ったシンガー・ソングライターの半崎美子さんにぜひ聴かせたかったです。 

＜６年生＞ 

 歴史上の偉人が現代に…という時間軸を超えたストーリーは、観る者を惹きつけるには

十分でした。人数が少ない中、一人一人の役者や演奏者としてこなす役が多い中、よく頑

張ったと思います。ユーモアあふれる演出に声を出して笑ってしまいました。また、ゆうべ

つ学で学び、身につけた知識を生かした演劇となっていたことも忘れてはなりません。来

年の舞台発表と合唱が今からとても楽しみです。 

＜１年生＞ 

 「はじめのことば」では、１～９年生が、どんな発表をするのか紹介しました。「さるかに

がっせん」では、一人一人のセリフのスピード、声の大きさ、テンポのよさ、どれをとっても

最高の出来栄えでした。来賓の皆様からも「宝塚を超えましたね」と最高のお言葉をい

ただきました。 

＜２年生＞ 

 舞台発表、「親友～お手紙を通して～」では一人一人の「セリフを大切に表現する姿」

や、「見ぶり手ぶり」をつけての表現が特にすばらしかったです。 中でも、「マット運

動のパフォーマンスの完成度」、「けんかをしたときのかえるくんとがまくん、仲直りを

したかえるくんとがまくんの表情」がとても良かったです。２年生全員でうたった校歌

の力強さもすてきでした。 

＜３年生＞ 

 舞台発表は「きつつきの商売」を演じました。観客のみなさんも参加できる「クイズ」

を劇の中にもりこむなど、すばらしい工夫がありました。割り算や地図記号など、いまま

で学習した内容を取り入れるのは復習にもつながります。「ゆうべつ学」で訪問した場

所やお世話になった人にもスポットをあてて映像も織り交ぜていたのには本当におど

ろきました。 

 両日、４～６年生、１～３年生それぞれ「未来へ」の合唱を披露しました。全校での迫力

ある合唱をお聞かせ出来なかったのは心残りです。 

 

保護者地域の皆様、それぞれの学年の発表をご覧いただき、温かい拍手をいただきましたこと、心より感謝申し上げます。

今後もゆうべつ学園の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



心に響く道徳講演会 

１１月１７日(金)に「心に響く道徳講演会」を実施しました。５年生以上

を対象に、元日本女子野球代表主将で世界選手権優勝の立役者でもあ

った、北海道栗山高等学校女子野球部監督、金由起子さんを招いての講

演会でした。女子野球が現在のようにあまり認知されていなかった時代。

野球ではなく高校の先生になってバレーボール部の指導者に…と考えて

いましたが、「野球ができる環境（チャンス）に巡り合えて世界一を手にし

た」という自身の経験から、「どこからでも世界一になるチャンスはある」、「誰にでも世界一になるチャンスはある」、「自分が

あきらめない限り、可能性はある」という熱いメッセージをいただきました。最後に「自分の人生は自分で切り拓いてください」

と講演会を結びました。（講演後に記念撮影をしました） 

 

義務教育指導監学校経営訪問 

１１月１７日（金）に北海道教育庁オホーツク教育局の佐藤大義務教育指導監

が来校し、授業を参観していただいたのち、学校経営に関する多くの指導・助言

をいただきました。「グループになってじっくりと話し合い、聞き合ったりする授業

が見られました」「単元のはじめに子どもと一緒に、ゴールイメージやプロセス

デザインを共有することが大切です」「子どもたちの読書への関心が高まるよう

読書コーナーの設置があって良いですね」など、貴重なご助言をいただきまし

た。今後の学校経営に生かしてまいります。佐藤指導監は湧別小学校の校長先生をはじめ、本町の教育委員会指導室長とし

て長く湧別町の教育に携わった経験もあることから、児童生徒のみなさんの成長に目を細める場面もありました。 

 

                            租税書道標語コンクールの結果が届きました。 

＜３，４年生の部＞ 

金賞 佐藤梓茉さん      銀賞 佐藤 唯さん      銅賞 土屋宥翔さん 原田理生さん 

 

＜５，６年生の部＞ 

銀賞 平形 楓さん 山下未萊さん      銅賞 河瀬結菜さん 刈谷菜々華さん 

 

＜標語の部＞ 

金賞 押野桃花さん    銀賞 佐々木ひかりさん 松橋優奈さん   銅賞 斉藤柚奈さん 佐々木乙羽さん 髙橋侑大さん 

 

なお、１２月１日(金)～TOMにて、１２月８日(金)～さざ波にて作品掲示されます。みなさん、おめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 



 


